
①通学時間等の概算（地区別・中学校別）

現校区 No. 地区名 距離(㎞) 時間(分) 増加時間(分) ルート記号 距離(㎞) 時間(分) 増加時間(分) ルート記号

1 南上牧(中筋出作含む) 1.4 ㎞ 18 分 Ａ

2 プレステアーバン西大和 0.9 ㎞ 12 分 Ｂ

3 五軒屋 1.4 ㎞ 19 分 Ｃ

4 三軒屋 1.0 ㎞ 13 分 Ｄ

5 北上牧 1.1 ㎞ 16 分 Ｅ

6 松里園 2.0 ㎞ 26 分 Ｆ

7 葛城台 1.5 ㎞ 20 分 Ｇ

8 米山台 0.8 ㎞ 10 分 Ｈ

9 緑ヶ丘 2.9 ㎞ 36 分 27 分 Ｉ１ 0.7 ㎞ 9 分 Ｉ２

10 下牧２丁目 2.3 ㎞ 29 分 15 分 Ｊ１ 1.0 ㎞ 14 分 Ｊ２

11 下牧３丁目 2.7 ㎞ 35 分 12 分 Ｋ１ 1.8 ㎞ 23 分 Ｋ２

12 金富 3.4 ㎞ 45 分 33 分 Ｌ１ 0.9 ㎞ 12 分 Ｌ２

13 梅ヶ丘 3.0 ㎞ 40 分 33 分 Ｍ１ 0.5 ㎞ 7 分 Ｍ２

14 友が丘 2.5 ㎞ 31 分 27 分 Ｎ１ 0.3 ㎞ 4 分 Ｎ２

15 片岡台１丁目 2.8 ㎞ 35 分 8 分 Ｏ１ 2.1 ㎞ 27 分 Ｏ２

16 片岡台２丁目 2.7 ㎞ 34 分 10 分 Ｐ１ 1.9 ㎞ 24 分 Ｐ２

17 片岡台３丁目 2.6 ㎞ 32 分 10 分 Ｑ１ 1.8 ㎞ 22 分 Ｑ２

18 桜ヶ丘１丁目 2.4 ㎞ 30 分 3 分 Ｒ１ 2.1 ㎞ 27 分 Ｒ２

19 桜ヶ丘２丁目 2.5 ㎞ 32 分 3 分 Ｓ１ 2.3 ㎞ 29 分 Ｓ２

20 桜ヶ丘３丁目 2.2 ㎞ 28 分 3 分 Ｔ１ 2.0 ㎞ 25 分 Ｔ２

21 新町 1.7 ㎞ 21 分 Ｕ

22 滝川台 1.7 ㎞ 22 分 Ｖ

23 服部台 1.6 ㎞ 20 分 Ｗ

24 ゆりが丘 1.8 ㎞ 24 分 Ｘ

25 下牧１丁目 2.0 ㎞ 26 分 Ｙ

26 ささゆり台 1.3 ㎞ 18 分 Ｚ

（注１）

（注２）

上牧第二中学校へ上牧中学校へ目的地　⇒

グーグルマップで認識できない経路（健民グラウンド側道、第二中学校裏階段、ささゆり台調整池側道）を経路に含む場合は、上空からの距離を計測し、認識できる経路と距離を合算した上でグーグルマップ経路機能に
おけるおおよその平均速度（4.5㎞/h）を用いて通学時間を概算

各地区から上牧中学校への距離・時間を概算するに当たっては、グーグルマップの経路機能を使用し、原則として上牧中学校から最も離れた地点を出発点として概算
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②不便性判定（地区別・中学校別）

１．起伏 ２．迂回要否 ３．特殊事情

　通学経路に起伏を多く含んでいるか。
　直線的な経路の設定が難しく、大きな迂回を必要と
するか。

　通学経路に危険な道を含んでいるか。

1 南上牧(中筋出作含む) 〇 1

2 プレステアーバン西大和 0

3 五軒屋 0

4 三軒屋 0

5 北上牧 〇 1

6 松里園 〇 1

7 葛城台 0

8 米山台 0

9 緑ヶ丘 〇 〇 2

10 下牧２丁目 0

11 下牧３丁目 0

12 金富 〇 〇 〇 3

13 梅ヶ丘 〇 〇 〇 3

14 友が丘 〇 〇 2

15 片岡台１丁目 〇 1

16 片岡台２丁目 〇 1

17 片岡台３丁目 0

18 桜ヶ丘１丁目 〇 1

19 桜ヶ丘２丁目 〇 1

20 桜ヶ丘３丁目 〇 1

21 新町 0

22 滝川台 0

23 服部台 0

24 ゆりが丘 0

25 下牧１丁目 0

26 ささゆり台 0

不　便　性　の　項　目
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③要対策判定（地区別・中学校別）

現校区 No. 地区名 要対策判定 通学時間の判定 増加時間の判定 不便性の判定

1 南上牧(中筋出作含む) Ｅ（3点) 2 0 1 １．起伏

2 プレステアーバン西大和 Ｆ（1点) 1 0 0

3 五軒屋 Ｅ（2点) 2 0 0

4 三軒屋 Ｆ（1点) 1 0 0

5 北上牧 Ｅ（3点) 2 0 1 １．起伏

6 松里園 Ｄ（4点) 3 0 1 １．起伏

7 葛城台 Ｅ（2点) 2 0 0

8 米山台 Ｆ（0点) 0 0 0

9 緑ヶ丘 Ｂ（9点) 4 3 2 １．起伏　　２．迂回要否

10 下牧２丁目 Ｄ（5点) 3 2 0

11 下牧３丁目 Ｃ（6点) 4 2 0

12 金富 Ａ（11点) 5 3 3 １．起伏　　２．迂回要否　　３．特殊事情

13 梅ヶ丘 Ａ（10点) 4 3 3 １．起伏　　２．迂回要否　　３．特殊事情

14 友が丘 Ｂ（9点) 4 3 2 １．起伏　　２．迂回要否

15 片岡台１丁目 Ｃ（6点) 4 1 1 １．起伏

16 片岡台２丁目 Ｃ（6点) 4 1 1 １．起伏

17 片岡台３丁目 Ｄ（5点) 4 1 0

18 桜ヶ丘１丁目 Ｄ（4点) 3 0 1 １．起伏

19 桜ヶ丘２丁目 Ｄ（5点) 4 0 1 １．起伏

20 桜ヶ丘３丁目 Ｄ（4点) 3 0 1 １．起伏

21 新町 Ｅ（3点) 3 0 0

22 滝川台 Ｅ（3点) 3 0 0

23 服部台 Ｅ（2点) 2 0 0

24 ゆりが丘 Ｅ（3点) 3 0 0

25 下牧１丁目 Ｅ（3点) 3 0 0

26 ささゆり台 Ｅ（2点) 2 0 0

（注） 不便性は、②不便性判定に該当する項目数を点数として扱う
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（通学時間の基準） （増加時間の基準） （不便性の基準） (要対策判定基準)

考え方 値 点数 考え方 値 点数 考え方 値 点数 合計点 判定

41分以上 5 16分以上 3 3 10～11点 Ａ

31～40分 4 11～15分 2 2 8～9点 Ｂ

21～30分 3 6～10分 1 1 6～7点 Ｃ

16～20分 2 5分以下 0 0 4～5点 Ｄ

11～15分 1 2～3点 Ｅ

10分以下 0 1点以下 Ｆ

　②不便性判定において、
通学時間・増加時間以外の
不便性に関する項目を設定
し、その該当項目数を基準
として設定

②不便性定の
　該当項目数

　令和3年(2021)6月実施の
アンケート調査における中
学生の通学時間の許容範囲
に関する集計結果(21～30
分：57.8％、31～40分：
30.5％)をもとに基準を設定

　体力面での負担増加分、
学校が近いことを理由に住
宅を購入した保護者の不満
度が増加時間に現れると考
え、基準を設定


